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 11 日・12日は冬休み学習会がありました。 

高校生 11 名、CS 委員さん 2 名、児童 40 名

以上が参加しました。児童は自分で決めた課題

を持参し、高校生から教わっていました。中休

みには一緒に色おにをして遊びました。ある高

校生から、「小学生から元気をもらいました。」

という声も聞かれ、児童だけでなく、高校生に

とっても貴重な時間となりました。 

  １日（木） 富小っ子朝会          １５日（木） 次年度前期児童会役員選挙 

  ５日（月） 遠隔交流学習          １６日（金） 環境教育（５年生） 

       （6 年生 那覇市立安謝小）           スキー学習（１年生） 

  ６日（火） 西中学校入学説明会（6 年生）  １９日（月） 参観日（２・６年生） 

       スキー学習（４年生）      ２０日（火） 参観日（４・５年生） 

 ７日（水） 児童会             ２１日（水） 参観日（１・３年生） 

 ８日（木） スキー学習（３年生）      ２９日（木） ６年生を送る会 

 ９日（金） 交通安全街頭指導         

       スキー学習（２年生）       

１３日（火） 新 1 年生一日入学 

       校内版画展（～27 日） 

校長 田畑 幹夫 

    

先生方も認めていた

だけると、すごく励

みになります。よろ

しくお願いします。」 

 

話題は１２月号 No.9 に続きます。ＳＮＳやオンラインゲームの普及で様々なリスクが増加した

現在、写真や動画の投稿によって自分が加害者になってしまったり、詐欺や犯罪に巻き込まれたり

して被害者になってしまうなど油断できません。特に、詐欺の手口は常識を超え、教科書的な知識

だけでは身を守ることができない時代です。また、数年前にＷＨＯが疾病として認定した「ゲーム

依存症」は、未成年は特に注意しなければなりません。下の３つの項目が該当する場合、その可能

性が高いとのことです。「うちの子に限っては大丈夫」などバイアスによる甘い考えは危険です。 

 

 

 

 

韓国では、未成年者に対するプレイ時間の制限など、規制が厳しく行われていますが、日本では

そのような規制は未だ整っておらず、専門家の相談や予防・治療の医療体制も整っていません。特

に、コロナ禍で不登校の子どもが増え、ゲームやネットへの依存が深刻化している現状を考えると、

国レベルでの規制や対策が必要ではないかと思います。 
 

本校では、「アウトメディア・プロジェクト」を立ち上げ、今回の冬休み中に「メディア・コン

トロール・カレンダー」の活用を進めました。各家庭での「自律」「シフト」をキーワードにした

主体的な取組を後押しする仕組みです。各家庭で取り組んでいただき、ありがとうございました。

「ゲームをする時間が短く感じた」「シフト先を意識できた」「運動や読書の時間が増えた」「３学

期も続けていきたい」などの前向きな声が多く、取組第一段として成果があったと思っています。

今後も、多角的な視点を共有し、プロジェクトを発展させていきたいと考えています。 
 

最後に、保護者の皆様にお願いです。小学生でもメディアリテラシーを身に 

つける必要があります。写真や動画のアップロード、オンラインゲーム内でのマ 

ナーやルールなど、これらに関する知識が重要です。当校でも、時代の変化に 

適応し、遅れることなく対応していく所存です。また、保護者の皆様には、アカ 

ウントやパスワードの管理、クレジットカード情報の保護、そしてスマホやタブレット、オンライ

ンゲームの時間制限についても積極的に関与していただきたいと思います。もし子どもが昼夜逆転

などの行動を見せた場合には、早めに医療機関とつながることも重要です。時代は変化し続けてい

ます。大人は過去の枠に縛られず、現在できることを見極めたいものです。子ども達は、今、大人

が登ったことのない山を登っています。 

 

 16 日から 3 学期がはじまり、子どもたちは

元気に登校しました。12 月に届き、玄関ホー

ルに展示していた大谷翔平選手からのグロー

ブに集まり、手に取ったり、はめてみたりする

子もいました。 

 この日はそれぞれが冬休み中に取り組んだ

作品や自由研究を持ってきました。夏休み同

様、学んだことを生かし、興味をもったことに

ついて調べ、まとめる研究が多く見られまし

た。29 日まで２階ホールで展示し、それぞれ

の力作を鑑賞し合うことができました。 

 

1 月下旬にかけて胃腸炎やノロウイルスが

流行し、校内の消毒・手洗い・換気などの

対策を講じてきました。 

 

 

 冬休み中、子どもたちがメディアの使い方を自

分でコントロールし、メディア以外のシフト先を

決めることができるようにするため、「メディア・

コントロール・カレンダー」の取組を行いました。 

初めての取組でしたが、親子でメディアの触れ方

について考える良い機会になったと思います。 

【児童・保護者の振り返りより】 

・毎日できなかったけど、半分はできた。（１年） 

→時間を気にしながらメディアを使うようになっ

たね（保護者） 

・外で遊んでみたら楽しかった。新しい趣味が見つかっ

てよかった。(３年) 

→たくさん絵本や物語を読んで、心も体も豊かに

成長してね（保護者） 

 

 

 □ ゲームをするしないを自分でコントロールができなくなっている。 

 □ ゲームを他の日常生活より優先してしまう。 

 □ 健康面などで問題が起きてもゲームを続けている。 


